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背景及び目的 

 飼料・資材が高騰する中、肥育経営では効率化による収益性の確保が喫緊の課題となっ

ており、国は「家畜改良増殖目標（R2.3）」において肥育月齢を 24～26 か月齢に短縮する

早期出荷の実現を掲げている。そのためには、出荷月齢を前倒ししても慣行の 29 か月齢出

荷と遜色ない枝肉成績が確保できることが前提であることから、枝肉成績の確保を第一と

した収益性の高い早期出荷技術の確立を目的として飼料給与体系の検討を行なった。 

 

材料および方法 

黒毛和種雄子牛 12 頭（全きょうだい牛，4 血統各 3 頭）を 2021.9 に市場から約 3 か月齢

（99.7±8.0 日）で導入し、日齢、体重を考慮し試験区を４血統・4頭ずつ 2群に、慣行区を４

血統・4 頭 1 群に振り分けた。導入後は人工乳、子牛用育成飼料、バミューダヘイを用いて育

成した。全頭 5か月齢で去勢し、試験区は 6か月齢から、対照区は 9か月齢から肥育に供した。 

慣行区は出荷まで同じ配合飼料「エクセレント」を用いる一本化体系により 9 か月齢か

ら 29 か月齢まで肥育を行った。試験区は 「エクセレント体系」をベースにバイパスたんぱ

く飼料、豆乳粕、チモシー（チャフ）、ビール粕を用い肥育前・中期の CP 充足率を慣行区

の12～13%より高い16～20%になるよう設計し、6か月齢から25か月齢まで肥育を行った。

給餌は朝・夕 2回に分けて行い、翌朝残食量を濃厚飼料と粗飼料に分けて計量し採食量を

算出した。 

 肥育期間は慣行区が 9 か月齢から 29 か月齢までの 601 日間、試験区が 6 か月齢から 25

か月齢までの 567 日間であった。 

 

 

 



 

 

 

結果 

 乾物摂取量は 9 か月齢から 13 か月齢にかけては試験区が慣行区より高く推移したが、

それ以降は試験区が慣行区より低く推移した。 

この乾物摂取量を濃厚飼料と粗飼料に分けて見ると、試験区は 14 か月齢までは慣行区

より濃厚飼料は多く、粗飼料は少ないといういわゆる“濃いエサ”になっていた。これは

試験区では赤肉生産を狙い肥育前期でバイパスたんぱく質飼料及び豆乳粕を多く用いる 

給与設計としたことにより、相対的に 

粗飼料給与が少なくなったためである。 

 

 

 

 

 

 



 また、試験区ではたんぱく質の摂取量を

高める給与設計にした結果、肥育開始時か

ら 16 か月齢まで粗たんぱく質(CP)摂取量

は慣行区よりも高く推移した。 

この高い CP 摂取量を反映して 8～17 か

月齢の試験区の血清中 BUN は 17～29mg/dl

と慣行区より有意に高い値を示した

（P<0.01,0.05）。また、8～13 か月齢の T-

CHO 値も試験区で 132～195mg/dl と有意に

高かった（P<0.01,0.05）。 

 

 

 

 このように肥育前期にたんぱく質の給与水準を高めて肥育を行った結果、試験区の体重

は同月齢で慣行区より 50kg 程度上回る設計とした目標どおりに、出荷まで慣行区より高

い体重で推移し、24.6 か月齢での出荷時体重は 790kg となった。一方、慣行区の体重も目

標を上回って推移し、28.8 か月齢での出荷体重は試験区より有意に大きい 867kg となった

（P＜0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 肥育期間中の DG を見ると、全期間 DGは試験区が 0.98kg/日と慣行区の 0.9kg/日よりも

有意に高かった（P＜0.05）。さらに、期間を前期（9-14 か月齢）、中期（15-20 か月齢）、

後期（21-24 か月齢）に区切って見たところ試験区及び慣行区の DG は、前期が 1.09kg/日

及び 0.91kg/日、中期が 1.02kg/日及び 1.03kg/日、後期 0.8kg/日及び 0.85kg/日であり、

前期で有意に高かった（P＜0.05）。 

 枝肉格付状況については、試験区が A5：4 頭、A4：4 頭で 5率 50%、慣行区が A5：3 頭、

A4：1 頭で 5率 75％と試験区が慣行区より劣った。枝肉格付 6項目について両区に有意な

差はみられなかったが、枝肉重量は試験区が 494.4kg、慣行区が 525.3kg と試験区が劣っ

ていた。ロース芯面積は試験区が 60.5 ㎠、慣行区が 63.5 ㎠と慣行区が優れていた。ばら

厚は両区とも 8.6cm であった。皮下脂肪厚は試験区が 2.8cm、慣行区が 3.0cm と試験区が

優れていた。歩留基準値は試験区が 74.3、慣行区が 74.1 で試験区が優れていた。BMS.No

は試験区が 8.3、慣行区が 9.3 と慣行区が優れていた。その他、光沢や締まり、きめ等に

ついても両区に有意な差は見られなかったが、オレイン酸値については試験区が 53.5、慣

行区が 55.5 と試験区が有意に低かった（P＜0.05）。 

このように、枝肉重量、ロース芯面積及び BMS.No で試験区が慣行区より劣ったが、皮下

脂肪厚、歩留基準値は慣行区より良好であり、格付項目の全てで有意差は無かった。 

収益性については出荷時期の違いによる単価差を排除するため各格付単価に年平均単価

を用いて計算した結果、枝肉単価及び枝肉販売価格は試験区が 2,387 円/kg 及び 1,276 千

円、慣行区が 2,451 円/kg 及び 1,393 千円となり、いずれも慣行区より試験区が低かった。

これは試験区で 5率が低かったことと枝肉重量が小さかったためである。一方飼料費は試

験区が 648 千円と慣行区の 632 千円より 16 千円高かった。これは試験区では慣行区に比

べ 6～8か月齢までの 3か月間分の粗飼料が多かったためである。 

以上の結果、枝肉販売価格から飼料費を差し引いた粗収益は試験区が 628 千円、慣行区

が 761 千円となり、試験区が慣行区より 133 千円低くなった。なお、1 日増加額は試験区

が 1,108 円/日、慣行区が 1,266 円/日であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、黒毛和種去勢牛を 6 か月齢からたんぱく水準を高めた肥育を行なうことで 25 か

月齢での早期出荷は可能であることが示唆された。 

しかし、枝肉重量や枝肉の質、収益性が慣行区に劣ったことから、飼料給与体系には改

善が必要と考えられた。 

今後とも収益性の高い早期出荷の実現を目指し、ロース芯面積やばら厚の大きい枝肉歩

留の良い枝肉を生産する肥育技術の検討を行う計画である。  


